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他者の存在が映像に対する面白さと笑い表情の表出に与える影響

1．序　　論

　笑うということは，日々の生活の中で見受けられる

ありふれた行為である．あいさつをしながら，あるい

は，面白いテレビ番組や映画を見ている最中，そして，

嬉しい出来事があったときなど，笑いはあらゆる場面

で出現する．また，笑いは，親しい人たちと一緒にい

る場合に限らず，知らない人同士や，さらに自分1人

しかいないといった様々な状況で生じる．

　笑いの最も普遍的な分類は，微笑み（smile）と笑い

（laughter）である（志水，2000）．この2つの主な差

異は，笑い声の有無にある．laughterには，笑い声の

みならず，体や手足の動きを伴ったり，涙が出るな

ど，表情以外の身体的変化が見られる．一方，smile

は，ほとんどの場合，顔面表情の小さな動きに限定さ

れる．laughterが単なる快の情動表出で，smileは社

会的な意味合いが含まれるイメージを持つが， smile

と laughterは同じ情動が表れたものであり，laughter

の表出の程度が小さいものがsmileといえる（Ekman，

1984）．高齢者が，1人で笑いを誘発するビデオを見

ている間に多く表出するのは，弱いわずかな表情変化

しか示さないsmileである（矢冨・宇良・吉田・中谷・

和気・野村，1996）．対人場面でなくても，快感情の

みによってsmileのような小さな笑いが出現する．

　また，志水（2000）は笑いを，快の笑い，社交上の

笑い，緊張緩和の笑いの3つに分けている．快の笑い

とは，満足することによる快感情の表出である．快の

笑いは，乳児が哺乳のあとにっこりすることに始まり，

成長に伴う精神機能の発達によっていろいろな形で現

れるようになる．試験に合格したとき，優越感を感じ

たとき，コントなどで“オチ”と言われる展開が起こっ

たときなど，快の笑いに含まれるものは非常に多い．
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社交上の笑いは，他者とのコミュニケーションの中で

見られる．人に微笑みかけたりすることの他，照れ隠

しや愛想笑い，冷笑，嘲笑なども社交上の笑いである．

女性は男性より豊かな表情を見せるが，対人場面にお

ける笑顔はさらに巧みといえる（志水・角辻・中村，

1994）．緊張緩和の笑いは，精神的および身体的緊張

を緩和し，生体の健全な機能のために極めて重要な笑

いである．この笑いは，命に関わる危険に遭遇するな

どの強い緊張から，授業で当てられそうになるといっ

た弱い緊張まで，そこから解放された瞬間に出現する．

　笑いのほとんどは，誰かと共にいるときに見られ

る．桐田・遠藤（1999）は，5日間にわたる日誌法で

日常生活における笑いの表出状況を記録した．分析の

結果，1人でいる場合には，笑いの誘因はテレビや映

画といったメディアに集中していた．ただし，笑いの

大半が，社会的相互作用において，とりわけ会話場面

で認められた．人との間では，何かによって誘発され

る快の笑いに，社交上の笑いが加わっていると考えら

れる．

　笑顔は，人をまた笑顔にすると言われる．人に笑い

かけられると，自分も何気なく笑い返してしまうとい

うこともある．実際，相対する人同士の顔面表情は同

調する（Tomkins，1963）．表情写真の呈示に対する

表情の同調反応は，怒り，嫌悪，恐れ，喜び，悲しみ，

驚きの6つの感情のうち，喜びと驚きに対して見られ

る（市川・牧野，2001）．また，千秋・大森（2008）は，

笑い顔の写真を見ているときの大頬骨筋の筋電位が，

怒り顔や中性顔の写真に比べて大きくなることを見出

した．大頬骨筋は，口角を引き上げて快の表情をする

ときに使われる．つまり，人の笑顔を見ることによっ

て，視察からはわからなくても表情が変化して笑顔に

なっている，もしくは，笑い顔をする準備が整ってい

るといえる．

　ところで，他者が傍らにいるだけで，行動や振る

舞いは，1人のときとは異なったものになる．他者

の存在が作業の遂行や成績を高めることを，社会的

促進（social facilitation）という．逆に，状況によっ

ては，作業の遂行が阻害される社会的抑制（social 

inhibition）も 起 こ る（Shimit, Gilovich, Goore & 

Joseph，1986）．さらに，人と一緒にいることによっ

て心強くなったり，楽しくなったりするなど，心的

状態も変化する．例えば，暴力映像を視聴した場合，

他者の存在はネガティブな感情を抑え，ポジティブ

な認知を促す（湯川・吉田，1998）．また，写真刺激

呈示中の瞬目や心拍といった生理反応を測定した実

験によって，同性の友人が横に座っていると緊張や

不安が軽減されることが報告されている（林・大森，

2005）．立平・大森（2008）は，他者がいる条件とい

ない条件を設定して環境音を呈示し，直後と2週間後

に聴いた音を思い出させる課題を行った．その結果，

他者存在の有無は環境音によって喚起される気分や感

情に影響し，それが記憶に反映される可能性が示され

た．

　他者の存在は，表情の表出にも関係している．驚き

や悲しみの表情は一緒にいる人の有無で違いはあまり

ないが，怒りの表情は他者がいないときの方が強く表

出される（高橋・大坊，2003；2004）．笑いについては，

河崎（1989）が，同じ喜劇ビデオを3週間ほどあけて

被験者に2回見せ，2回目を1人で見る場合と，決まっ

たシーンで笑う実験協力者が2人同席する場合を設定

して調べている．そして，実験協力者が同席した方が，

笑い反応が増えたという結果が得られている．ただし，

他者の存在による笑い表情の表出は，単に笑うという

行為の促進とも，快感情の喚起によるものとも捉えら

れる．

　本研究の目的は，他者の存在が，映像に対する面白

さの主観的評価と，笑い表情の表出に与える影響につ

いて検討することであった．

2．方　　法

1）被験者

　被験者は大学生30名（男性13名，女性16名）で，

平均年齢は21.1歳（年齢範囲20-23歳）であった． 

2）刺激

　刺激は，市販のDVDを編集したコントやCGア

ニメなど，予備調査から選出された笑いを誘発する

2-3minの映像であった．面白さによって，面白い映像，

どちらでもない映像，面白くない映像，各2種類，計
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6種類があった．映像は，被験者の前方130cmに設置

された29インチのカラーテレビ（SONY社製）に呈示

された． 

3）実験条件

　映像を1人で視聴する他者がいない他者無し条件

と，同性の友人1人と並んで映像を視聴する他者有り

条件の2条件を設定した．他者有り条件の2人の被験

者が着席する2脚の椅子の距離は20cmで，会話や顔

を見合わせることは禁止されていた．

4）記録指標

（1）笑い表情

　映像視聴中の笑い表情を記録するため，被験者の顔

面をオートフォーカス・ズームカラービデオカメラ

（日本事務光機社製　ZC-240G）によって撮影した．

カメラは隠蔽ボックスの中に入っており，被験者の前

方に設置されていた．笑い表情は，矢冨ら（1996）を

参考に，笑いの大きさによる4段階で視察で判定した．

（2）主観的評価

　主観的評価には，映像に対する面白さと，笑い表

出の程度についての2項目を用いた．面白さは“まっ

たく面白くなかった”から“非常に面白かった”まで，

笑い表出の程度は“まったく笑えなかった”から“非

常に笑えた”までの，いずれも11段階評定であった．

5）実験手続き

　テレビ画面に呈示された映像を視聴した後，映像に

対する面白さと笑い表出の程度が評定された．これを

3回繰り返し（session 1），休憩をはさんで同様に映

像視聴と評定が3回行われた（session 2）．session 1

とsession 2は，他者無し条件または他者有り条件で

実施された．各sessionで呈示された映像は，それぞ

れ面白い映像，どちらでもない映像，面白くない映

像が1種類ずつで，session間で異なる映像を用いた．

条件と映像の順序および組合せと，被験者の座る左右

の位置は，カウンターバランスされた．被験者は，他

者無し条件，他者有り条件のいずれにおいても同じ席

に座った．被験者には，“別の実験で呈示する映像を

選ぶための予備調査”と説明されていた．最後に内省

報告を求め，前もって知らせていなかった本来の実験

の目的と，ビデオ記録によるデータ分析の了承を得て，

実験を終了した．

3．結　　果

1）映像に対する笑い表情の表出

　笑い表情は，微妙な笑い，小さな笑い，やや大きな

笑い，大きな笑いの4段階で判定し，それぞれの表出

回数を計数した．分析の対象となったのは，表情をビ

デオ記録できなかった被験者4名を除く，男性11名，

女性15名，計26名であった．　　

　図1に，各条件における映像に対する笑い表情の

大きさ別の平均表出回数を，被験者の性別ごとに示

した．条件（2）×映像（3）×笑いの大きさ（4）×性別

（2）の分散分析を行ったところ，条件の主効果が見

られた（F（1, 24）＝7.72, p＜.05）．また，映像の主効

果も認められた（F（2, 48）＝15.24, p＜.001）．さらに，

笑いの大きさの主効果があった（F（3, 72）＝34.16, p

＜.001）．性別の主効果はなかった．また，条件と

笑いの大きさの交互作用が認められた（F（3, 72）＝

4.31, p＜.01）．映像と性別の交互作用もあった（F（2, 

48）＝11.00, p＜.001）． TukeyのHSD検定の結果（p

＜.05），面白い映像とどちらでもない映像，面白く

ない映像の間に有意な差が見られた．また，微妙な笑

いと小さな笑い，やや大きな笑い，大きな笑いの間，

小さな笑いとやや大きな笑い，大きな笑いの間，やや

大きな笑いと大きな笑いの間に有意な差が認められ

た．小さな笑いとやや大きな笑いでは，他者無し条件

と他者有り条件の間に有意な差があった．男性では，

面白い映像，どちらでもない映像と面白くない映像の

間，女性では，面白い映像とどちらでもない映像の間

の差が有意であった． 

　つまり，他者がいないときより他者がいたときの方

が笑い表情の表出回数は多く，特に小さな笑いとやや

大きな笑いにおいて顕著であった．また，面白い映像

に比べて，どちらでもない映像と面白くない映像に対

する笑い表情の表出は少なかったが，男性では，面白

い映像とどちらでもない映像の間に違いがなかった．
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さらに，表出回数は小さな笑いが最も多く，微妙な笑

い，やや大きな笑い，大きな笑いの順に少なくなった． 

2）映像に対する評定

（1）面白さ

　図2に，各条件における映像に対する面白さについ

ての平均評定値を，被験者の性別ごとに示した．評定

値は，5が“非常に面白かった”を，-5が“まったく面

白くなかった”を表す．条件（2）×映像（3）×性別（2）

の分散分析を行ったところ，条件の主効果が見られた

（F（1, 28）＝5.55, p＜.05）．また，映像の主効果も有

意であった（F（2, 56）＝7.06, p＜.01）．性別の主効果，

および交互作用はすべてなかった．TukeyのHSD検

定の結果（p＜.05），面白い映像と面白くない映像の

間に有意な差が認められた．

　つまり，他者がいないときよりも他者がいたときの

方が，笑い映像は面白かったと評定された．また，面

白くない映像は，面白い映像に比べて，より面白くな

かったと評定された．

（2）笑い表出の程度

　図3に，各条件における映像に対する笑い表出の程

度についての平均評定値を，被験者の性別ごとに示し

た．評定値は，5が“非常に笑えた”を，-5が“まった

く笑えなかった”を表す．条件（2）×映像（3）×性別

（2）の分散分析を行ったところ，条件の主効果が見ら

れた（F（1, 28）＝14.28, p＜.001）．また，映像の主効

果も有意であった（F（2, 56）＝12.45, p＜.001）．性別

の主効果は認められなかった．さらに，性別と映像の

交互作用があった（F（2, 56）＝5.00, p＜.05）．Tukey

のHSD検定の結果（p＜.05），面白い映像，どちらで

もない映像と面白くない映像の間の差が有意であっ

た．また，男性では，面白い映像，どちらでもない映

像と面白くない映像の間に有意な差が見られた．女性

図1　各条件における映像に対する笑い表情の大きさ別の平均表出回数．
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では，面白い映像とどちらでもない映像，面白くない

映像の間に有意な差があった． 

　つまり，他者がいないときよりも他者がいるときの

方が笑えたと評定された．また，面白い映像はどちら

でもない映像や面白くない映像より笑えたと評定され

たが，特に男性は，面白くない映像は笑えなかったと

評定し，面白い映像とどちらでもない映像に対する評

定に違いはなかった． 

4．論　　議

　本研究は，他者存在の有無という状況の違いと，視

聴した映像に対する面白さ，および，笑い表情の表出

との関係に着目するものである．

　実験の結果，1人のときに比べて，2人で見たとき

の方が，映像はより面白く，より笑えたと評定され，

さらに笑い表情の表出回数も多かった．他者の存在は

不安を低減してポジティブな認知や感情の喚起を促

し，ネガティブな感情の喚起を抑える（湯川・吉田，

1998）．他者の存在によって，快感情が増し，笑いが

多く表出され，主観的な面白さも促進されたと考えら

れる．私たちの表情は，対面している相手の表情と同

調しやすく，特に笑顔において顕著である（市川・牧

野，2001）．本実験では，被験者の視線はテレビ画面

に終始向けられており，並んで座っている友人の笑い

顔を見ていたわけではない．しかし，お笑い番組など

で観客の笑い声を入れて笑いを誘うという方法がある

ように，隣の人の笑い声を聞いたり，笑っていること

を感じたりするなどによっても，笑いが同調するのか

もしれない．また，決まったシーンで笑う実験協力者

2人と共に喜劇を見ると，1人で見るよりも笑い表情

が増加する（河崎，1989）．本実験によって，隣に一

緒にいるのが1人だけでも，笑いが増えることが明ら

かになった．

　他者がいないときには，微妙な笑いが多く見られた．

また，1人よりも友人と2人でいるときの方が，小さ

な笑いとやや大きな笑いが増えた．他者の存在によっ

て，笑い表情の表出頻度だけでなく，表出の程度が大

きくなることが示された．面白さや楽しさといった感

情によって表出される快の笑いに，他者の存在によっ

図2　各条件における映像に対する面白さの平均評定値．

図3　各条件における映像に対する笑い表出程度の平均評定値．
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て引き起こされる笑いが加わる場合，対人的な意味合

いが強く出るのが，大爆笑でも微笑でもなく，中間的

な大きさの笑いであることは非常に興味深い．ただし，

映像はシールドルーム内で視聴されたため，緊張して

あまり笑えなかったという内省報告もあった．大きな

笑いがあまり起こらず，笑いの表出が全体的に抑制さ

れた可能性がある．

　男性は，面白い映像とどちらでもない映像の間に笑

い表情の表出回数に違いがなく，面白くない映像に対

する笑いが少なかった．一方，女性は，面白い映像に

対して笑った回数が多く，どちらでもない映像と面白

くない映像では違いがなかった．主観的評定において

も，実際の笑い表情の表出回数と同様であり，男性は

面白くない映像は笑えなかったとし，女性は面白い映

像がより笑えたと答えた．ただし，面白さの評定には，

性別による違いは見られなかった．従って，笑い表情

の表出が男女で異なったのは，面白さを感じた度合い

や喚起した感情の違いによるものではないと考えられ

る．女性は男性よりも笑顔の表出が巧みである（志水

ら，1994）．女性は男性に比べて，面白いものに対す

る笑い表情の豊かさが特徴的であり，少しでも面白さ

を感じると笑顔になるのかもしれない．なお，本研究

では，笑い表情の表出を視察によって判定したが，表

出とその解釈については，判定のしかたを含めて議論

の余地がある．

　内省報告で，1人のときと2人のときのどちらがリ

ラックスできたかと聞いたところ，女性は16名中，1

人のときと答えたのが5名，どちらでもないが4名， 

2人のときが7名であった．一方，男性は14名中， 1

人のときと答えたのが7名，どちらでもないが7名，

2人のときが0名であった．一般に，男性同士より

も女性同士の方がパーソナルスペースが狭い（渋谷，

1990）．さらに，男性は女性と比べて，普段から同性

の友人と2人きりになることが少ないと言える．男性

は防音のシールドルーム内に同じ男性の友人と2人で

いるという状況ではリラックスできず，誰もいない方

が気楽さを感じた可能性もある．また，本実験では，

他者を同性の友人として設定したが，友人との親密度

なども考慮に入れる必要がある． 

　以上，本研究によって，他者の存在は，映像に対す

る面白さを高め，笑い表情の表出を促進することが示

された．様々なコミュニケーション様式が浸透する中

で，対面状況や他者存在の重要性が再認識されつつあ

る．笑うことは，社会動物である私たちの日常的な行

為といえる．笑いの多様な役割について，今後もさら

なる検討が期待される．
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